






































































lキュー ブ、ラー ＠ロスは、 『Deathand dying』で死に行く患者たちの欲求を、否認、怒り、取
り引き、抑うつ、受容の五つの関暗に分けて示している。
2ホスピスの歴史に関する参考文献としては、以下を勧める。
デー ケン、 A 飯塚異之編 1995『日本のホスピスと終末期医療一生と死を考えるセミナー 第 4
剣耕地
池田酉次郎 e永田勝対日992『日本のター ミナノレ＠ケアー 終末医療学の実践－J]動心書房
ロス、キュー ブ、ラー 著胸J1日正吉訳1971『死ぬ瞬間』読売新聞社
I I 1971『続圃死ぬ瞬間』 I 
I I 1976『死ぬ瞬間の対話』 I
ぎ十
























































































































































































































JO詳しくは、長谷川匡俊他 1993『臨終行儀四日本的ター ミナノレ＠ケアー の原点－ ~渓水社
pp.338・342を参照してしヂこだきたい。






















































































































































韓関倒；敬串 SEMINAR10 51 
仏教を基盤としながらすでに行われた臨終行儀や二十五三味会の看取りの方法は、
くのものを語っている。今日のように生命を軽視する風土から考えると、人
1て見取られるの死の瞬間までの自己実現のための努力、また看取る側の生命
しての臨終行儀は、現代のターミナノレケアーが論じられる前
に、すでに仏教の中で行われていたのである。
臨終行儀において理想的人間像とは善人でなければならなかったので、修行者にと
っては最後まで、の道場で、あったので、ある。この「善人Jとしづ条件は仏教の業思想、に
ものであるが、阿弥陀仏をたよりにしていた当時の他力信仰は大乗仏教思想を
だし1ぶ反映している。また、他人の死を通して、自分の死を直視し、そしてまた自分
の死を準備する姿勢は仏教における生死一如の精神を体得し、＠実践することを意味
するといえよう。
臨終行儀と二十五三味会の両儀式をとおした、死と死に交付る考え方や死を看取る
つねに自分の死についてあまり考える余裕もなければ、死に対して否定的思
ちがちな現代我々にして、改めて死の意味を語ってくれる。問時にそれらは、
死を通して、如何に死を生きるかとし 1う智慧を我々に与えている。死はもう不潔なも
のでもないし、不浄なものでもない。自分の生の延長線として死をみつめながら、生
きるのもいいのではないだろうか。それこそ「死の準備教育Jであり、より生きがし 1
のある一生をすごせる原動力になるかもしれない。
ターミナノレケアーにおいて重要視されるものとしては、何よりもその国の文化的風
土をはじめ、国民の習慣が挙げられる。それは、その国にふさわしい看護法のために
も必要である。よって、これらの考察をとおして、より韓国文化および韓国仏教に根
ざしたケアーの在り方を探り、定着させるよう努力したい。
